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６月定例会で決まったこと

▽
城
里
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

行
政
不
服
審
査
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
書
記
の

作
成
す
る
調
書
に
つ
い
て
適
用
す
る
条

文
を
明
確
に
し
た
も
の

▽
城
里
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

国
に
お
い
て
地
方
税
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町

条
例
の
一
部
を
改
正
し
平
成
28
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
し
た
も
の
。
主
な
改
正

点
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
軽
自
動
車
税
に
係
る
申
告
及
び

税
率
等
に
つ
い
て
、
関
係
文
言
等
を
改

正
し
た
も
の

▽
城
里
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
の

引
き
上
げ
及
び
軽
減
対
象
世
帯
の
所
得

判
定
基
準
を
改
正

▽
平
成
27
年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正

予
算
第
８
号
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
、
寄
附
金

及
び
繰
入
金
を
追
加
。
歳
出
で
は
、
総

務
費
及
び
商
工
費
を
追
加
。
消
防
費
に

お
い
て
は
、
財
源
内
訳
を
補
正

《
追
加
補
正
》

　
　
　
　
　
　

１
、２
３
６
万
５
千
円

《
予
算
総
額
》

　
　

１
０
３
億
１
、２
４
８
万
４
千
円

　▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
城
里
町
立
桂
中
学
校
屋

内
運
動
改
築
工
事
の
契
約
に
つ
い
て

　

契
約
金
額

　
　

５
億
３
、６
７
６
万
円

　

契
約
の
相
手
方　

株
木
・
要
・
桐
原

　
　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

▽
工
事
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
町
道
１
号
線
（
徳
蔵
倉

見
線
）
合
併
市
町
村
幹
線
道
路
緊
急
整

備
支
援
事
業
の
委
託
契
約
に
つ
い
て

　

契
約
金
額　

１
億
円

　

契
約
の
相
手
方

　
　

茨
城
県
知
事　

橋
本　

昌

　

契
約
の
方
法　

随
意
契
約

　

水
戸
市
と
の
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
法
第
96
条
第
２
項
及
び
城
里
町
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
の
議
決
に
関
す
る
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の

承　
　

認

契
約
の
締
結

そ
の
他

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か

ら
14
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

・
承
認
４
件

・
平
成
28
年
度
補
正
予
算
５
件

・
そ
の
他
の
案
件
３
件

・
報
告
12
件

を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る

協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

協
定
の
内
容
・
方
針
の
改
変
の
さ

い
、
住
民
の
声
や
要
望
が
反
映
さ
せ

る
か
た
ち
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
水

戸
市
の
方
針
に
い
い
な
り
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
中
心
市
に
依
存
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。
あ
ら
た
な
過
疎

を
生
み
出
し
か
ね
な
い
。「
地
方
創

生
」
の
名
に
逆
行
し
た
結
果
に
な
る
。

　

７
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
県
央
地

域
首
長
懇
話
会
の
延
長
な
ら
ば
、
な

ぜ
、
い
ま
条
例
を
作
っ
て
定
住
圏
自

立
構
想
を
進
め
る
の
か
。
こ
の
構
想

は
、
団
体
自
治
と
住
民
自
治
を
侵
害

す
る
も
の
で
あ
り
反
対
で
あ
る
。

反
対
討
論藤

咲　

芙
美
子
議
員

　
「
定
住
自
立
圏
」
と
は
、
人
口
が

5
万
人
程
度
以
上
、
昼
夜
間
人
口
比
率

が
1
以
上
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
「
中
心
市
」
と
、
中
心
市
に
近
接
し
、

住
民
生
活
等
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を

有
す
る
「
近
隣
市
町
村
」
が
、
1
対
1

の
協
定
を
締
結
し
て
形
成
さ
れ
る
圏
域

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
は
、
集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
中
心
市
に

お
い
て
圏
域
全
体
の
暮
ら
し
に
必
要
な

都
市
機
能
を
集
約
的
に
整
備
す
る
と
と

も
に
、
近
隣
市
町
村
に
お
い
て
必
要
な

生
活
機
能
を
確
保
し
、
互
い
に
役
割
を

分
担
し
な
が
ら
連
携
・
協
力
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

定
住
自
立
圏
と
は
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６月定例会で決まったこと

平成28年度補正予算
一般会計
　追加補正　１億651万円
　総額　  98億1,151万円に

特別会計

（千円以下四捨五入）

地方交付税	 614万円
国庫支出金	 562万円
県支出金	 287万円
繰入金	 6,172万円
諸収入	 1,476万円
町債	 1,540万円

歳入の主なもの
議会費	 124万円
総務費	 712万円
民生費	 3,261万円
衛生費	 1,911万円
農林水産業費	 1,124万円
商工費	 2,590万円
土木費	 830万円
消防費	 99万円

歳出の主なもの

会計名 補正額 補正後の額
国　保 事業勘定 65万円 29億7,213万円

公共下水道事業 829万円 9億9,734万円
農業集落排水事業 778万円 2億8,136万円

水　道 収益的収入・支出 486万円 7億4,911万円

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

補
正
予
算
案
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
電
算
処
理
は
、
デ
ー
タ
を
県
に
集

中
さ
せ
、
県
の
指
示
に
よ
っ
て
国
保

を
運
営
す
る
ね
ら
い
が
含
ま
れ
て
い

る
。
医
療
機
関
の
ベ
ッ
ド
数
や
、
後

発
医
療
薬
品
の
割
合
も
指
定
す
る
な

ど
、
患
者
や
医
療
機
関
の
自
主
性
を

抑
制
す
る
。
ま
た
、
当
町
が
実
施
し

て
い
る
一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
へ

の
繰
り
入
れ
の
中
止
を
求
め
ら
れ
れ

ば
、
町
民
の
命
と
健
康
の
危
機
に
つ

な
が
る
。
保
険
税
の
平
準
化
と
い
う

理
由
で
保
険
税
の
負
担
増
、
徴
収
強

化
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
今
回
の
補
正

予
算
案
に
は
反
対
だ
。

反
対
討
論藤

咲　

芙
美
子
議
員

国庫支出金：国から使い道が決められたお金
町　　　債：国や銀行などからの借入金

繰入金：貯金を取り崩して支払いにあてられるお金

事業勘定：保険給付等の事業費
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審議した議案と各議員の賛否

議　員　名

議　案　名

藤
咲
芙
美
子

片
岡
　
藏
之

薗
部
　

一

三
村
　
孝
信

河
原
井
大
介

関
　
誠
一
郎

阿
久
津
則
男

桐
原
　
健
一

小
林
　
祥
宏

南
條
　

治

杉
山
　

清

小
松
﨑
三
夫

鯉
渕
　
秀
雄

根
本
　
正
典

小
圷
　

孝
専決処分第１号（城里町固定資産評価審査委員会条例等
の一部を改正する条例）の承認を求めることについて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
な
い

○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分第２号（城里町税条例等の一部を改正する条例）
の承認を求めることについて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分第３号（城里町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例）の承認を求めることについて × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分第４号（平成27年度城里町一般会計補正予算第
８号）の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事委託契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
定住自立圏の形成に関する協定の締結について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度城里町一般会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成28年度城里町国民健康保険特別会計補正予算（第１
号）について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度城里町公共下水道事業特別会計補正予算（第
１号）について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度城里町農業集落排水事業特別会計補正予算
（第１号）について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度城里町水道事業会計補正予算（第１号）について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議した議案と各議員の賛否
　第２回定例会の議案等の表決を、賛成は○、反対は×で表示してあります。

小
松
﨑
三
夫
　
議
員

　

茨
城
県
町

村
議
会
議
長

会
副
会
長
と

し
て
の
功
績

を
称
え
ら

れ
、
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

去
る
５
月

17
日
の
県
町

村
議
会
議
長

会
定
例
会
に

お
い
て
副
会

長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

【
任
期
】

　

平
成
28
年
６
月
１
日
〜

　

平
成
30
年
５
月
30
日

傍聴者報告
第２回定例会
（６月７日〜14日まで開催）	 16人

議会を傍聴しましょう！

日程など詳しいことは議会事務局またはホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）　http://www.town.shirosato.lg.jp

次回の定例会は９月６日を
予定しております

車イスでの傍聴もできます。

茨
城
県
町
村
議
会

　
議
長
会
よ
り
感
謝
状

小
林
祥
宏
議
長

　
茨
城
県
町
村
議
会

　
議
長
会
副
会
長
に
就
任
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町
政
を
問
う

一般質問今回４名が質問し、
　　その要約を掲載しました。

藤　咲　芙美子　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６

　・老人世帯の安全確認の拡大を書籍

　・廃校の活用方法を検討しては

　・女性の働く環境の整備・確保を

　

薗　部　　　一　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７

　・区長要望について

　・城里町保健福祉センターについて

　

阿久津　則　男　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８

　・商工業の活性化について

　・住宅地並びに住宅の整備について

　・行政組織機構改革について(人事を含む)

　

杉　山　　　清　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９

　・地方創生加速化交付金事業について

　・ふるさと納税について

　・国体と五輪への町の対応

　・常磐道水戸北SICについて

　・こども支援事業について

　・防災対策について
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藤

咲　

い
ま
高
齢
者

の
安
全
を
に
な
う
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸
出

し
数
は
２
０
９
件
で
、

独
居
の
高
齢
者
に
と
っ
て

は
必
要
不
可
欠
な
も
の
。

待
機
者
に
い
き
渡
る
こ

と
、
希
望
者
を
も
っ
と

調
査
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
は

利
用
者
に
喜
ば
れ
て
い

る
。
対
象
と
回
数
を
広

げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

高
齢
者
の
見
守
り
、

生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
の
構
築
が
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

町

長　

緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
の
設
置
状
況
は
近

隣
市
町
に
比
べ
て
も
多

い
。
導
入
待
ち
の
方
は
、

返
却
さ
れ
た
機
器
を
引

き
継
い
で
い
た
だ
く
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
現
在

の
利
用
者
は
１
４
４
名
。

２
０
０
円
と
低
廉
な
の

で
こ
の
料
金
で
や
っ
て

い
く
。

　

高
齢
者
の
見
守
り
、

生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
や
ヤ
ク
ル

ト
配
達
の
ほ
か
、
き
め

細
や
か
な
体
制
を
つ
く

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

老人世帯の安全確認の
拡大を
《町長》	予算の有効な使い方を一つ一つ考え

配分していく。

緊急通報システム

廃
校
の
活
用
方
法
を
検
討
し
て
は

《
町
長
》

古
内
小
・
七
会
西
小
に
つ
い
て
活
用
方
策

を
検
討
し
て
お
り
提
案
を
期
待
し
て
い
る
。

藤

咲　

町
内
に
は
小

中
学
校
の
廃
校
が
６
つ
あ

り
、
そ
の
後
の
方
針
も
さ

ま
ざ
ま
だ
。
学
校
と
い
う

の
は
世
代
を
超
え
た
地
域

に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
的
な

存
在
だ
。
町
民
に
施
設
を

開
放
し
、
文
化
的
、
精
神

的
な
拠
点
と
し
て
活
用
を

考
え
て
ほ
し
い
。

町

長　

元
北
方

小
は
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
、
圷
小
は
特

別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
七
会
中
は
七
会

支
所
、
公
民
館
、
ホ

ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
と
し
て
の
利

用
計
画
が
あ
る
。
小
松

小
体
育
館
の
よ
う
に
、

す
で
に
４
８
０
０
人
が

利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
町
民
の
提
案

を
期
待
し
て
い
る
。

藤

咲　

女
性
が
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
は

急
務
だ
。
女
性
は
子
を

産
み
育
て
る
。
心
置
き

な
く
産
休
、
育
休
を
と

る
体
制
が
保
障
さ
れ
て

い
る
か
。

　

町
民
か
ら
町
役
場
職

員
の
町
民
へ
の
対
応
に

つ
い
て
批
判
的
な
意
見

が
出
て
い
る
。
公
務
員

と
し
て
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
眼
目
に
し
た

必
要
な
教
育
研
修
、
お

よ
び
適
正
な
定
員
施
策

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

町

長　

復
職
後
、
同

じ
部
署
に
戻
る
こ
と
は
大

切
だ
が
、
残
業
が
発
生
す

る
こ
と
が
適
当
な
の
か
ど

う
か
。
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受

け
止
め
た
い
。

女
性
の
働
く
環
境
の
整
備
・
確
保
を

《
町
長
》

接
遇
研
修
を
行
い
、
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

廃校と荒れたグラウンド
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城
里
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

《
町
長
》

七
会
診
療
所
の
建
設
工
事
終
了
後
、
修
繕
に
取
り
掛
か
り
た
い
。

薗

部　

城
里
町
七
会

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

老
朽
化
が
ひ
ど
い
。
修

理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町

長　

完
成
後
16
年

を
経
過
、
福
祉
の
た
め

の
総
合
施
設
と
し
て
総

合
健
診
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
対
応
し
お
年
寄
り

の
健
康
増
進
や
生
き
が

い
作
り
と
幅
広
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
る
。
指
摘
の
通
り

屋
根
や
外
壁
の
痛
み
も

ひ
ど
い
。
修
理
は
必
要

だ
。
た
だ
し
今
年
は
同

一
敷
地
内
で
城
里
町
七

会
国
保
診
療
所
の
建
設

が
あ
り
工
事
車
両
が
入

り
工
事
が
混
雑
す
る
。

今
年
は
見
送
り
、
七
会

診
療
所
の
工
事
が
終
了

後
、
修
繕
し
た
い
。

薗

部　

町
の
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
が

町
民
の
安
全
、
安
心
の

為
に
も
修
理
す
べ
き
。

町

長　

災
害
時
の
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
城
里
町
七
会
国
保

診
療
所
の
建
設
工
事
が

終
わ
っ
た
後
修
繕
し
た

い
。

薗

部　

出
入
口
も
使

用
が
多
く
な
る
。
考
え

て
ほ
し
い
。

町

長　

入
口
の
改
善

は
現
場
を
見
て
検
討
し

た
い
。

薗

部　

年
内
に
提
出

さ
れ
る
要
望
件
数
は
。

町

長　

平
成
26
年
度

５
９
０
件
、
27
年
度
は

８
３
６
件
、
処
理
件
数

は
26
年
度
は
５
０
２
件
、

27
年
度
は
６
５
８
件
。

薗

部　

要
望
書
を
受

理
し
て
か
ら
実
行
ま
で

の
過
程
は
。

町

長　

担
当
課
で
受

け
付
け
、
要
望
内
容
に

つ
い
て
現
地
調
査
・
事

業
費
の
精
査
・
稟
議
書

の
作
成
後
、
区
長
へ
回

答
。
そ
の
他
、

緊
急
性
、
危
険

性
の
あ
る
要
望

事
業
は
至
急
に

対
応
す
る
。

薗

部　

年
度

内
に
解
決
で
き

な
か
っ
た
案
件

と
デ
ー
タ
の
管

理
シ
ス
テ
ム
化

は
。

町

長　

基
本
的
に
は

順
番
待
ち
と
な
る
。
再

要
望
し
て
協
議
も
で
き

る
。
過
去
の
要
望
も
整

理
し
情
報
管
理
を
支
持

し
た
い
。

薗

部　

区
長
以
外
か

ら
の
直
接
要
望
の
受
付

の
変
更
は
。

町

長　

現
在
は
目
安

箱
や
町
政
懇
談
会
、
電

子
メ
ー
ル
か
ら
の
要
望

も
有
る
。
区
長
か
ら
の

要
望
を
尊
重
し
た
い
。

薗
そ の べ

部　　一
はじめ

　議員

区長要望について

《町長》	区長からの直接要望を尊重し、目安
箱や電子メール等にも対応していく。

老朽化する保健福祉センター

町政懇談会
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阿
久
津　

六
年
目
と
な

る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
で
多
く
の
町

民
が
利
用
で
き
る
よ
う

何
か
策
を
講
ず
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町

長　

購
入
希
望
者

が
並
ば
ず
に
済
む
よ
う

ハ
ガ
キ
に
よ
る
事
前
申

し
込
み
を
予
定
し
て
い

る
。

阿
久
津　

商
工
会
で
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
換

金
手
数
料
は
大
型
店
２

％
、
小
型
店
１
％
だ
が

町
で
負
担
で
き
な
い
か
。

町

長　

町
で
補
填
す

る
予
算
は
取
っ
て
い
な
い

阿
久
津　

ふ
る
さ
と
応

援
基
金
事
業
の
現
況
は
。

町

長　

寄
附
者
が

１
、
６
６
６
人
で
総
額

２
、３
６
８
万
4
千
円
。

お
米
20
㌔
、
ゴ
ル
フ
利

用
券
、
黒
ニ
ン
ニ
ク
等

が
人
気
で
あ
る
。

阿
久
津　

お
米
20
㌔
が

１
、３
６
１
件
で
全
体
の

81
・
7
％
と
一
極
集
中

し
て
い
る
。
更
に
、
米

１
㎏
400
円
×
20
㌔
で
８
、

０
０
０
円
し
か
も
送
料

１
、６
０
０
円
を
プ
ラ
ス

す
る
と
１
０
、０
０
０
円

の
寄
附
で
９
、６
０
０
円

返
し
て
い
る
が
、
米
20
㌔

の
数
量
を
限
定
し
他
の
返

礼
品
に
も
目
玉
商
品
を
作

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町

長　

返
礼
品
の
再

編
成
の
中
で
議
論
し
て

い
き
た
い
。

阿
久
津　

宅
配
料
１
、

６
０
０
円
も
高
い
と
思

う
が
、
交
渉
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町

長　

業
者
か
ら
見

積
も
り
を
取
り
、
安
く

な
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

阿
久
津　

住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
で
町
の
補
助
金

10
万
で
あ
る
が
商
工
業

活
性
化
の
為
に
も
30
万

円
に
拡
大
で
き
な
い
か

町

長　

茨
城
町
で
は

最
大
１
０
０
万
円
、
各

自
治
体
で
定
住
促
進
の

為
様
々
な
制
度
が
あ
る

の
で
町
と
し
て
も
研
究

し
た
い
。

阿
あ く つ

久津　則
の り お

男　議員

《町長》	町民の負担軽減を図り一つ一つ取り
組んでいく。

商工業の活性化について

阿
久
津　

桂
・
七
会
地

区
の
町
営
住
宅
に
子
育

て
世
代
が
町
外
か
ら
入

居
し
た
場
合
30
万
の
補

助
金
を
出
す
訳
だ
が
現

況
は
。

町

長　

問
い
合
わ
せ

が
1
件
あ
っ
た
が
入
居

に
い
た
っ
て
い
な
い
。

今
後
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
更
に
ラ
ジ

オ
放
送
で
周
知
す
る
。

阿
久
津　

塙
団
地
の
一

区
画
（
未
売
却
地
）
の
進

捗
状
況
は
。

町

長　

１
㎡
８
、
８

０
０
円
、
総
額
５
７
９

万
3
千
円
に
な
っ
て
い

た
が
不
動
産
鑑
定
評
価

し
た
結
果
4
割
弱
の
減

額
評
価
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
近
隣
の
方
々
に

説
明
し
、
積
極
的
に
販

売
し
て
い
く
。

阿
久
津　

空
き
家
バ
ン

ク
で
町
外
の
方
々
が
空

き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し

て
住
み
た
い
場
合
補
助

金
を
出
す
考
え
は
。

町

長　

他
の
市
町
村

で
は
50
万
〜
１
０
０
万

位
補
助
し
て
い
る
の
で

遜
色
な
い
制
度
を
作
り

た
い
。

阿
久
津　

空
き
家
バ
ン

ク
で
の
対
応
は
町
が
行

う
の
か
そ
れ
と
も
業
者

な
の
か
。

町

長　

町
が
直
接
取

引
す
る
訳
で
は
な
く
不

動
産
会
社
を
通
し
取
引

が
円
滑
に
な
る
よ
う
な

制
度
に
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・
組
織
機
構
改
革
（
人
事

を
含
む
）
に
つ
い
て

住
宅
地
並
び
に
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

《
町
長
》

他
市
町
村
を
参
考
に
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

料
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ふるさと返礼品（一部）

古内茶
酔鶴

かつどら

フラワーチェア 黒にんにく
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杉

山　

１
億
総
活
躍

社
会
実
現
の
地
方
支
援

が
加
速
化
交
付
金
事
業

で
す
。
当
町
の
参
加
は

３
事
業
で
、
常
陸
大
宮

市
と
の
広
域
連
帯
で
御

前
山
、
那
珂
川
の
観
光

強
化
策
に
体
験
ロ
ー
ド

造
り
や
鮭
の
遡
上
見

学
、
心
の
ベ
ン
チ
造
り

を
企
画
に
入
れ
て
は
ど

う
か
。

町

長　

広
域
自
治
体

と
の
協
力
と
交
流
自
治

体
と
の
連
携
も
含
め
、

集
客
を
考
え
魅
力
的
な

ご
提
案
で
す
の
で
実
施

に
向
け
検
討
し
ま
す
。

地方創生加速化交付金事
業について
《町長》	実施に向け検討する。

杉
すぎ や ま

山　　清
きよし

　議員

杉

山　

平
成
31
年
茨

城
国
体
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
当
町
は
人
気
種
目

ボ
ク
シ
ン
グ
会
場
に
な

っ
て
い
る
。
更
に
、
次

年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
で
す
。
特
別
交
付
税

措
置
も
含
め
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
、
民
宿
受
け
入
れ

対
策
等
を
お
伺
い
す
る
。

町

長　

国
体
で
は
、

ボ
ク
シ
ン
グ
と
ユ
ニ
カ

ー
ル
を
誘
致
し
、
町
の

知
名
度
ア
ッ
プ
と
観
光

客
の
増
加
も
見
込
み
民

宿
に
つ
い
て
も
今
後
検

討
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

キ
ャ
ン
プ
地
に
つ
い
て

は
特
別
交
付
税
措
置
も

あ
り
検
討
し
て
参
る
。

こ
ど
も
支
援
事
業
に
つ
い
て

《
町
長
》

来
年
度
4
月
に
開
設
目
標
と
し
、努
力
し
て
い
く
。

杉

山　

平
成
31
年

フ
ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
化
が
決
定
し
て

い
る
。
水
戸
北
Ｓ
Ｉ

Ｃ
の
名
称
に
城
里
の

明
記
と
案
内
板
の
設

置
要
望
を
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
東
日
本
に
出
来
な

い
か
。

町

長　

関
係
者
機

関
と
協
議
し
て
水
戸

北
城
里
と
い
う
名
称

で
案
内
板
が
設
置
で

き
る
よ
う
協
議
し
て

参
る
。

杉

山　

子
供
は
国
の

宝
で
あ
る
。
町
は
時
代

に
対
応
し
た
子
育
て
と

親
が
安
心
し
て
働
け
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
制
度
の
開
設
を
早
急

に
出
来
な
い
か
。

町

長　

子
育
て
支
援

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
し
、
来
年
度
４

月
に
開
設
出
来
る
よ
う

に
今
後
努
力
し
て
参
る

水戸北インター出口標識

杉

山　

再
三
、
再
四

の
質
問
で
あ
る
。
桂
川
、

江
川
の
水
害

対
策
と
根
古

屋
橋
架
け
替

え
工
事
の
早

急
な
る
対
応

を
宜
し
く
お

願
い
で
き
な

い
か
。

町

長
　

対
策
と
し
て

桂
川
と
江
川

の
樋
門
に
排

水
ポ
ン
プ
設

置
要
望
を
昨

日
国
土
交
通

大
臣
に
、
根

古
屋
橋
改
修

は
茨
城
県
に

改
修
要
望
を
引
き
続
き

強
く
お
願
い
し
て
参
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

県
や
国
土
交
通
大
臣
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

国
体
と
五
輪
へ
の
町
の
対
応

《
町
長
》

城
里
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
・
観
光
客
の
増
加

に
繋
が
る
工
夫
を
今
後
検
討
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て

《
町
長
》

観
光
に
繋
が
る
利
用

券
も
検
討
し
て
い
る
。

杉

山　

町
の
返
礼
品

は
39
品
目
で
す
。
他
の

商
品
の
増
を
図
る
に
は
、

人
気
商
品
と
組
み
合
わ

せ
を
図
り
、
他
の
産
品

の
底
上
げ
と
新
し
い
返

礼
品
の
追
加
が
必
要
で

は
！

町

長　

お
米
と
の
組

み
合
わ
せ
や
利
用
券
等

を
積
極
的
に
検
討
し
て

参
る
。

常
磐
道
水
戸
北
Ｓ
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て

《
町
長
》

関
係
機
関
と
協
議
し
設
置
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

越水する桂川
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追跡調査

　

昭
和
20
年
に
満
20
歳
以
上
の
成

人
に
対
し
て
選
挙
権
が
付
与
さ
れ

て
70
年
が
経
過
し
た
公
職
選
挙
法

が
改
正
さ
れ
、
18
歳
選
挙
権
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
平
成
27
年
12
月
に
水

戸
桜
ノ
牧
常
北
校
に
於
い
て
平
成

28
年
６
月
19
日
以
降
の
国
政
選
挙

か
ら
適
用
に
伴
い
新
た
に
有
権
者

と
な
る
高
校
生
に
主
権
者
教
育
と

模
擬
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
平
成
28
年
７
月
10
日

現
在
で
該
当
者
は
18
、
19
歳
で

４
０
７
人
で
す
。
新
有
権
者
は
去

る
７
月
10
日
の
参
議
院
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。
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け
れ
ば
な
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。

　

八
月
に
入
り
、
暑
い
日
が
続
き

ま
す
。
町
民
の
皆
様
も
健
康
に
ご

留
意
下
さ
い
。薗　

部　
　

一　

記

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長	

関　
　
　

誠
一
郎

副
委
員
長	

藤　

咲　

芙
美
子

委　
　

員	

桐　

原　

健　

一

	

阿
久
津　

則　

男

	

河
原
井　

大　

介

	

薗　

部　
　
　

一

	

片　

岡　

藏　

之

平
成
28年

８
月
発
行
　
城
里
町
議
会
	

〒
311−4391	

T
E
L 029−288−3111（

内
線
302）

編
集
：
議
会
広
報
委
員
会
	

茨
城
県
東
茨
城
郡
城
里
町
石
塚
1428 −25	

F
A
X
 029−288−7290 編

集
後
記

どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされ
たのか、追跡調査をした。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

今後、検討していく

５年間の経過措置

高齢者用肺炎球菌ワクチン接種の助成
について
	 （平成26年３月）
75歳以上では特に死亡率が増加する肺炎
は、早期予防が大事である。65歳以上を
対象とした成人用肺炎球菌ワクチン接種
費用の助成制度を導入してはどうか。

本町の対称者は約6,000人おり、ワクチン
は１回7 , 000円前後で、全額補助だと約
4,300万円かかる。今後、検討していく。

Ｈ26年10月から成人用肺炎球菌ワクチン
の予防接種が定期化され、町として2,000
円の助成金を出している。
５年間は経過措置により定期接種対象者
以外の65歳以上の方にも任意接種として
同額を助成している。

町として実施は考えていない

町内の子供たちへの甲状腺エコー検査
について	 （平成25年９月）
	 （平成28年３月）

現在、準備、予定している

町として甲状腺エコー検査の実施は考え
ていない。子供達への影響については正
直言って分からない。

現在、震災復興特別交付税を国へ申請す
る予定。各医療機関と連携し、Ｈ28年８
月１日〜Ｈ29年３月末で国の助成を受け
ながら、甲状腺エコー検査をしていただ
けるよう準備、予定している。
（Ｈ28年６月定例会において一般会計補正予算を
議会で可決）

「城里町の子供の未来を守る会」より署名
5,790名の甲状腺エコー検査の要望があるが、
施策を実施する考えはあるか。子供達の健康
への影響についてどのように考えているのか。


